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野、そして東京藝術大学大学院美術研究科工芸専攻陶芸研究分野を経て同大学美術研究科工芸研究領域陶
芸専攻博士後期課程に進んだ。陶芸の観点から、生まれ故郷の中国陝西省耀州窯に始まり江西省景徳鎮、
沖縄の壺屋焼、東京藝術大学陶芸科とみると韓 薀澤氏の歩みとこの研究テーマの成り立ちが理解できる。 
論文、作品の題目の「パイナップル王国」とは理想の人間と自然の関係を表現したパラレルワールドで
ある。作品は泥釉を使用した多数の陶製のオブジェとエッチングによる版画、木材・竹・和紙による象徴
的なテントが設置されその中には光媒体と音が仕込まれ配置された。沖縄の風習のなかの御嶽からインス
ピレーションを得た神聖なプリミティブな場を感じる空間表現となった。壁面の版画作品や設えられたテ
ントと陶芸作品の関連性に疑問点が残ったが、インスタレーションとして評価した。泥釉薬を駆使した陶
芸作品それぞれは高い完成度をもっていて十分に博士学位認定に値する作品と各委員が評価した。 
論文の「泥釉の制作及び現代陶芸の新表現」に関しては、日本において明治時代以降一般的になった釉
薬の調合法とは異なる、土を基本に調合する泥釉の現代的意味と素材の可能性について研究した。中国の
古典技法としての泥釉にその原型は見いだせるが、実際の契機は沖縄県立芸術大学在学中の壺屋の陶器の
原料調達の成り立ち方を知ったことにある。そこから陶芸材料店で入手するものでなくとも陶芸の原料と
して使える土石は身近に存在しているという認識をもつに至った。実際に東京藝術大学取手校地の土を採
取し数々の焼成試験を重ね釉薬にすることが示されている。作品の造形方法と窯焼成の記録が具体的に示
され、焼成の方法の違い、窯の種類によっても焼き上がりの質感や色彩は異なることが示されている。今
回提出された陶芸作品に使用された泥釉の造形に対する効果、泥釉の必然性については、さらに考察が求
められるが、総合的見地から博士学位に相当する論文との各委員の意見の一致をみた。 
